




で信頼性の高い FT P CFi le Transfer Protcol)コマンドがUTSに用意されて
いる. しかしながら，この機能を使えるのはEt h e r n e tに接続された端末あ
るいはワークステーションに限られており，現在ではセンター内の端末か工学部内








DEM， KERM1T， Trans 1 t， B--pu 1 s， Qu i ckVanなど様
々なプロトコルが使われており，プログラムやデータの送受信が行われている.こ



























3. C-Kermi t > rece i veファイル名 ;UTSで受信のための命令
とファイル名
4. (ここでパソコン側のKERMITに切り替える. ) 
(P C 9 8では， 'CTRL'キーを押しながら'J'キーを押した後，
cをタイプするとKermit-MS>のプロンプトが現れる. ) 
5. Kermi t -MS> sendファイル名
(転送の様子が画面上に示される.
; P C 9 8から送信の命令と
ファイル名.
(終了したら画面にKermit-MS>のプロンプトが現れる. ) 
6. Kermit-MS> c ; UT S側に移る.
(これでUTS側に移る)
7. リターンキ-















4. (ここでパソコン側のKERMITに切り替える. ) 




; P C 9 8から受信の命令と
ファイル名.
(終了したら画面にKermit-MS>のプロンプ卜が現れる. ) 
6. Kermit-MS> c ; UT S側に移る.
(これでUTS側に移る. ) 
7. リターンキー




*Mac ntoshでは 4-7の操作はFi 1 eメニューからReceivefileを選択し，
ダイアログに従って受信したいファイル名とファイルタイプを指定するだけでよい.







3. C-Kermi t > server ;UTS慣IJをサーバーモード
にする.
4. (ここでパソコン側のKERMITに切り替える. ) 
(P C 9 8では， 'CTRL'キーを押しながらつ'キーを押した後，
cをタイプするとKermit-MS>のプロンプトが現れる. ) 






9. C-Kermi t> q 
10.見






























set receive packet-length 1000 
* PC 9 8 
ファイル名 MSKERMIT.INI に以下の行を入力してセーブ
しておく.
set receive packet-length 1000 









( 6 )かな漢字を含んだファイルの転送について 1). 7) 
UTS側では自動的に漢字コードが判別されるので，パソコンで使われるている
シフト J1 Sコードのまま送受信が出来る.ただし. UT SではEUCコードが標




月nkf-e < shift-jis file > EUC file シフト JIS-一一 >EUC
月nkf-s く EUCfil巴>shift-jis file EUC--->シフト J1 S 
また. P C 9 S用のかな漢字変換プログラムは九州大学のPDSに5) M a c 
n t 0 s h用のプログラムはNiftyServeのPDSにあるので，ダウンロードして使
用すればよい.
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